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「移動平均間カイリとは」
JP法研究会 富士栄

移動平均間カイリ度とは、２本の移動平均線の離れ具合や位置関係をみるものです。

例えば、５日移動平均線と、２５日移動平均線がどのくらい離れているか、どっちが上
に位置しているか、といった感じです。

株価と移動平均線のそれをみるものは、カイリ度ですがこれの応用です。

株価とは、移動平均線の周期が「１」というとですから。

株価が５日移動平均線を上抜けたという意味は、１日移動平均線が５日移動平均線をゴ
ールデンクロス（ＧＣ）した、となります。

また別な表現だと、１日移動平均線と５日移動平均線のカイリ度が、マイナス値から、
プラス値に変わった、「０」を超えてきたとなります。

ＪＰ法ソフトでは、分析チャート指標１７．移動平均間カイリ度、１８．Ｓ移動平均間
カイリ度が登録されてます。

０を上抜けてきた
５日と２５日の移動平均カイリ度 ゴールデンクロス

０を下抜けてきた
デッドクロス

20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン
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■考え方

20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン
0より上 5日移動平均線 > 25日

0より下 5日移動平均線 < 25日

20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン

0近辺が続く
2本の移動平均線が収れん
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20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン

0より上で上向き 2本の移動線が離れていっている

0より上で下向き
2本の移動線が近づいている

20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン

0より下で上向き
2本の移動線が近づいている

0より下で下向き
2本の移動線が離れていっている
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移動平均間カイリの線は、「０」を基準として考え、

「０」から上下に離れていっている場合、２本の線も離れていっています。

「０」に向かっている場合、２本の線が近づいてきています。
→ 段々と２本の線が近づいてきて、「０」を上下に超えた場合、それぞれ

ゴールデンクロス（ＧＣ）、デッドクロス（ＤＣ）となります。

よって、マイナス値から上向きが続いてきたら、そろそろＧＣは近い、
プラス値から下向きが続いてきたら、ＤＣが近いと予想出来ます。

「０」近辺で横ばいの場合 「－１」～「＋１」
２本の線が離れていなくて、それが続いているという事ですから、株価は保ち合いが
継続中、その期間の長さによっては、そろそろ保ち合い離れとなるか、と予想出来ま
す。

ここで紹介した移動平均間カイリ度の検索は、「絞り込み検索」の
「５９．移動平均間カイリ」で出来ます。

20日移動平均線 5日移動平均線

0ライン

ピーク打ち
2本の離れ具合が狭まりだした

ピーク打ち
2本の離れ具合が狭まりだした
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■５９．移動平均間カイリ検索

保ち合い中

天井圏
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底値圏

そろそろＧＣ

そろそろＤＣ
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指標１８．Ｓ移動平均間カイリ度 スムージングしたもの

この検索をする場合は、スムージング乗数を設定してください。
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スムージングした(周期５)移動平均間カイリと重ね書き

この２本の位置関係をスクリーニングする絞り込み検索は今のところありません。

基本的な考え方は、生短弾と短弾の位置関係、ＳＴＣ（ストキャスティクス）の３日ず
らしと同じです。

この２本線を判断する手法が有効かどうかは別にして、ここまで踏み込んで調べている
方はいないのではないでしょうか・・・。

移動平均間カイリ度はその名の通りカイリ度ですから、相対力指数(RSI)などのように、
上限と下限が決まっていません。

そのため、天井圏、底値圏の判断は、数値からだと難しいといえます。
検索の場合は、上下に数値が大きくなると、条件としてはきつくなります。
今回の例では、１０～９９９、－９９９～－１０を使用。

実際にスクリーニングし、数があまりにも多い、例えば１００銘柄などといった場合は、
徐々にきつくしていき、大体こんなもんだろう（２０銘柄ぐらいなど）という数値を見
つけて下さい。


